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 診療に関連する様々な事項を健診情報と関連づけて分析
例：運動習慣のある受診者のうち、メタボリックシンドロームを有する患者の割合

地域別、性別、年齢階級別の食習慣や飲酒、喫煙についての情報
メタボリックシンドロームの基準を満たす特定健診受診者1人あたりの平均医療費

 特定の事例を時系列で追跡しアウトカムを分析
例：COPD患者における在宅酸素療法導入後の実態評価

 診療に関する様々な事項を集計
例：診療行為や投与された医薬品、医療給付点数等の地域別、性別、年齢階級別の実績

このセミナーでは、医療分野のビッグデータベースであるNational Database*の概要や
利用手順を理解するとともに、解析・研究事例を通してその有用性や活用法を学びます。
* National Database (NDB): 厚労省が整備した全国の医療機関から収集したレセプト情報・特定健診等情報のデータベース


